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主
催
・
第
十
五
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
那
覇
実
行
委
員
会

　
　
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会

日
時

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日（
土
）

　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

場
所
・
沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー「
て
ぃ
る
る
」

内
容

【
基
調
講
演
】

　「
生
涯
学
習
と
市
民
活
動
と
ま
ち
づ
く
り
」（
仮
題
）

　
　
講
師
　
福
留
　
強（
聖
徳
大
学
教
授
）

【
分
科
会
】
４
つ
の
分
科
会
で
事
例
発
表
と
討
議
を

行
う
。

　
第
1
分
科
会
　「
青
年
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
第
2
分
科
会
　「
男
女
共
同
参
画
と
ま
ち
づ
く
り
」

　
第
3
分
科
会
　「
環
境
と
ま
ち
づ
く
り
」

　
第
4
分
科
会
　「
交
流
と
ま
ち
づ
く
り
」

【
全
体
会
議
】
各
分
科
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
り
分
科
会
の
討
議
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
全
体

会
議
に
お
い
て
、
討
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
交
流
会
】
全
体
会
議
終
了
後
、
情
報
交
換
の
場
と

し
て
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り
の
担
当
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
堂
に
会
し
て
、
生
涯
学
習

と
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
研
究
議
論

を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
の
先
駆
的
な
事
例

に
つ
い
て
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
の

推
進
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
あ
り
方
を

探
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
助
成
対
象
事
業

全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
in
な
は

〜
市
民
活
動
と
ま
ち
づ
く
り
〜

問
い
合
わ
せ
先

那
覇
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

電
話
〇
九
八
　
八
五
三
　
五
七
七
五

http://w
w
w
.lllnet.naha.okinaw

a.jp./zenfesu

日
時
　
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
三
十
日
（
日
）

場
所
　
奥
武
山
公
園
、
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
、
ほ
か

概
要
　「
第
十
五
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
那
覇
市
会
場
で
は
、
市
内
各
地
で
次

の
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■ 
開
会
式
＆
講
演
会

■ 

エ
イ
サ
ー
徹
底
体
験
3
日
間

■ 

ま
な
び
ぃ
村
あ
し
び
な
ぁ
（
体
験
広
場
）

■ 

カ
ン
カ
ラ
ー
三
線
五
百
丁
手
作
り
体
験
・
演
奏
会

■ 

か
り
ゆ
し
童
ま
つ
り

■ 

あ
け
も
ど
ろ
文
化
祭

■ 

環
境
フ
ェ
ア
　
な
ど
。

カンカラー三線作り

エイサー徹底体験

趣
旨
　
昭
和
三
十
五
年「
潮
来
笠
」で
日

本
レ
コ
ー
ド
大
賞
新
人
賞
受
賞
以
来
、

国
民
的
歌
手
と
し
て
の
人
気
を
博
し

続
け
て
い
る
橋
幸
夫
さ
ん
が
、
還
暦

を
迎
え
る
節
目
の
今
年
、
元
気
を
失

い
か
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
日
本

や
日
本
人
へ
の
恩
返
し
の
一
環
と
し

て
「
歌
と
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
架
け
橋
」

活
動
を
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

概
要
　「
歌
と
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
架
け
橋
」

活
動
と
は
、
橋
さ
ん
と
志
を
同
じ
く

す
る
歌
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
全
国
の

市
町
村
と
連
携
協
力
を
図
り
、
公
民

館
や
ホ
ー
ル
等
で
行
う
様
々
な
活
動

に
参
加
し
て
講
演
を
行
っ
た
り
歌
を

披
露
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学
習

の
推
進
や
人
々
の
活
動
の
活
性
化
を

促
す
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
　
な
お
、現
在
、ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
著

書『
お
母
さ
ん
は
宇
宙
人
』に
関
連
し

て
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
入
っ
た
日

本
の
老
人
医
療
・
介
護
問
題
に
つ
い

て
の
実
体
験
に
基
づ
く
ご
講
演
も
全
国
各
地

で
橋
夫
人
共
々
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
　
心
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る
多
く
の
人
々
が

「
歌
と
ふ
れ
あ
い
」の
も
と
に
集
い
、歌
い
、笑

う
こ
と
で
、
人
々
の
間
に
「
架
け
橋
」
が
か

か
っ
て
い
け
ば
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
を
元
気
に
す
る
「
架
け
橋
」
に
な
り
た
い

詳
細
な
活
動
内
容
や
費
用
負
担
は
、
橋
幸
夫
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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編
集
室
か
ら

橋幸夫さん

七
月
三
日
の
総
会
か
ら
約
二
ヶ
月
、
平
成
十
五
年
度

最
初
の
機
関
紙
が
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。新
年
度

の
区
切
り
に
際
し
て
、
よ
り
親
し
み
あ
る
、
分
か
り
や
す

い
タ
イ
ト
ル
「
生
涯
学
習
レ
タ
ー
」
に
刷
新
い
た
し
ま
し

た
。
当
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
、
会
員
市
町
村

間
の
交
流
促
進
と
情
報
交
換
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。総

会
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
、

神
野
直
彦
先
生
よ
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
日
本
の

財
政
や
教
育
の
課
題
を
検
証
す
る
貴
重
な
ご
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。
講
演
録
が
完
成
次
第
、
全
て
の
会
員
市
町
村
に

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

次
号
で
は
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
を
含
め
、よ
り
多
く
の
会
員
市
町
村
に
お
け
る
多

彩
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

那
覇
市
内
各
地
に
て

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
！

〜
ち
ゅ
ら
島
で
拓
こ
う
自
分
！
つ
な
げ
よ
う
心
〜�

第
十
五
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
那
覇�

in


